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九州産業大学 

 

 
伝統みらい研究センターの開設について 

 
 

 九州産業大学はこのたび、九州の伝統工芸再生のための研究機関、「伝統みらい研究センター」を設

置し、４月より活動を開始します。 

 

このセンターは、２００４年文部科学省の２１世紀 COEプログラムに選定された「柿右衛門様式陶芸研

究センター」を拡大発展させるもので、九州・沖縄の伝統工芸を対象として、技法の伝承のみならず、

商品として発展させるため、流通・マーケティング・デザインなどの課題を多面的に調査・分析・研究

し解決策を提示するという、伝統工芸を基とした地域産業全般のシンクタンクとなることを目指すもの

です。 

 

同センターには「柿右衛門研究部門」と「地域産業研究部門」を設けそれぞれの部門の主な研究内容は

以下のとおりです。 

 

① 柿右衛門研究部門 

柿右衛門様式陶芸研究センターはこれまで、「板作り成形技法」などの伝統的作陶技術の復活、作

品の３次元測定や関連資料のデータベース化などの技術伝承に画期的な成果を収めており、ドレス

デン国立美術館（ドイツ）を始め１７を超える研究機関と国際的研究ネットワークを形成するなど

の成果を出しています。 

この研究部門では、これまでの研究成果を踏まえ、柿右衛門窯との連携のもと、作品・資料のデ

ジタルデータ化を進めて、世界の財産である柿右衛門のアーカイブ作成を目指します。 

 

② 地域産業研究部門    

柿右衛門様式陶芸研究センターで培った手法を九州の他の伝統工芸にも拡大し、長期的な視点か

ら職人を支援し伝統工芸を維持・発展させる支援を行います。 

具体的には、九州の伝統工芸品について、素材、歴史背景、技法・技術、生産基盤などの現状調

査を行い課題を抽出、マーケティング・ソーシャルデザインなど様々な専門的視点から多角的に検

討し、新商品の開発はもとより、販売戦略などを含む工芸品の再生発展のための戦略を構築し、長

期に及ぶ支援を行います。 

また、それらのノウハウや事例を蓄積し、地域産業全般の課題に対応するシンクタンクとしての

機能を充実させます。 

当初３年間は福岡県と佐賀県の伝統工芸指定品目（９件）に対し調査を実施する予定です。 

 



 

 日本の伝統工芸品の生産額は昭和 50年代の最盛期に比べ約４分の 1に減少しており（注）、九州の経

済産業省指定の伝統工芸品（２１件）も状況は同じです。要因としては、生活様式の変化、輸入品を始

め大量生産による安価な代替用品の普及などが通常挙げられますが、流通価格が異常に高価である点や

原材料の入手性などその背景には多岐に亘る課題が存在します。 

 

 伝統工芸に代表される日本のものづくりは、高い技術に裏付けられた機能性の美を有しており、日本

的な感性と先人たちが築き上げてきた伝統技法に裏付けられた「ものづくり」は日本の文化の集大成と

も言えます。これらの伝統工芸の知識・技術を世代を超えて幅広く普及させ、その再生発展に努めるこ

とは、今後の日本を考えたとき、現代の我々に課せられた重要な使命です。 

  

  九州産業大学は世界で唯一の柿右衛門様式窯を学内に保有しその様式の研究に取り組むほか、「博多

織」「博多人形」などの伝統工芸品の再生プロジェクトを積極的に展開してきました。このたびの「伝統

みらい研究センター」の開設は、これまでの活動を更に前進させ、伝統工芸の課題を芸術のみならず、

経営・マーケティングなど、本学が総合大学として有する様々な専門分野の視点から分析し、再生復活

の手法を確立することによって地方産業のシンクタンクとして伝統産業を核とした地域創生に寄与する

ことをめざすものです。 

 

センターの概要については別紙をご覧ください。 

 

注：平成 23年経済産業省製造産業局伝統的工芸品産業室資料による。 

 

 

以上 

 

 

 

〇本件に関する一般の方のお問い合わせ先 

 

産学連携支援室 永井 

Tel：092-673-5481 

E-mail：knagai@ip.kyusan-u.ac.jp 

 



【別紙】 
 

伝統みらい研究センター概要 
 
 

1. 名称： 九州産業大学 伝統みらい研究センター 
 

2. 所在地：福岡市東区松香台２丁目 3 番 1 号    
九州産業大学  23 号館 3 階 

 
3. 面積： 240 ㎡ 

 
4. 所長： 釜堀 文孝  

九州産業大学 芸術学部 ソーシャルデザイン学科 教授 
 

5. 研究員（九州産業大学）： 
 

【地域産業研究部門】 
 

（部門長）飯高 由希雄   芸術学部 ビジュアルデザイン学科    教授 
釜堀 文孝    芸術学部 ソーシャルデザイン学科    教授 
北島 己佐吉   芸術学部 ソーシャルデザイン学科    教授 

佐藤 佳代    芸術学部 生活環境デザイン学科    准教授 
内山 敏典    経済学部 経済学科           教授 
伊藤 精男    経営学部 産業経営学科        准教授 
侯  利娟    経営学部 国際経営学科         講師 
渡邉 孝一郎   商学部  商学科            講師 

 
【柿右衛門研究部門】 
 
（部門長）梶原 茂正    芸術学部 生活環境デザイン学科     教授 

酒井田 柿右衛門 芸術学部 生活環境デザイン学科   客員教授 
   渡邊 雄二    芸術学部 ソーシャルデザイン学科    教授 

小林 繁夫    工学部  物質生命化学科（注）     教授 

濱川 和洋    伝統みらい研究センター         助教 

 

 

（注）2017年 4月より生命科学部 生命科学科 
   
 
   

 


